
1 健康経営の目的と推進方針

当社は「心身ともに健康な人財」が重要な経営資源であると考え、健康施策や職場環境の整備を持続することで組織の活性化を目指しています。

従業員の心身の健康を基盤とした働きがいの向上と持続的な企業の成長を実現するため、３つの方針で健康経営を推進します。

2 解決したい経営上の課題 3

4 目標指標（KPI | KGI）

健康経営の実現に向けて以下の目標を設定し、定期的な評価と見直しを図りながら推進します。

目指す姿・期待する効果

従業員
・心身ともに健康で、いきいきと働ける従業員の増加

・働きがい・エンゲージメントの向上

組織
・アブセンティーイズムの低減

・プレゼンティーイズムの改善

・組織の活性化、生産性の向上、人材の定着

・地域社会への貢献による持続可能な社会の実現

・医療費・社会保障費の適正化
社会

生活習慣病リスク

BMI25以上の肥満者・有所見者の増加

メンタルヘルス不調

心身の不調によるパフォーマンス低下

働きがいやエンゲージメントの低下

従業員意見の吸い上げ、職場環境整備

低リスク者率

44 ％以上

プレゼンティーイズム

20 ％以下

ワーク・エンゲイジメント

3.0 点以上

従業員幸福度

73 ％以上

KGI

二次検診受診率

100％

特定保健指導

終了率

100％

ヘルスマチャレンジ

９週以上達成率

100％

KPI
年次有給休暇

取得率

12日以上

育児休暇取得

（希望者）

全員

２ 働きやすい

職場づくり

1 こころとからだの

健康づくり

人と組織の成長を

支える風土づくり
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健康投資

人間ドック・歯科健診・
予防接種等費用補助
受診勧奨・保健指導
健康イベント・セミナー
生活習慣改善施策
（禁煙・ジム提携・
ヘルシーメニューの提供）

１.健康増進

ストレスチェック
セルフ・ラインケア推進
休職・復職者面談

２.メンタルケア

年休取得・
育児休暇取得推進
長時間労働対策
モラルサーベイ実施

３.職場環境整備

2026年作成

健康投資効果

健康投資施策状況の
取り組みに関する指標

社員の意識変容・
行動変容に関する指標

健康関連の
最終的な目標指標

アブセンティーイズム
低減

プレゼンティーイズム
低減

ワーク・
エンゲイジメント向上

従業員幸福度向上

各健診受診率
二次検診受診率
保健指導終了率

セミナー参加率・理解度

生活習慣病リスクの低減
生活習慣の改善
禁煙率の向上

ヘルスリテラシー向上

高ストレス者率
休職・復職者数

メンタル疾患再発率

年休取得・
育児休暇取得の推進
時間外労働時間の低減

メンタル不調者の
減少

年休取得率・
育児休暇取得率

適正労働時間の比率

健康経営の浸透状況
方針実現のための

体制・環境
サポート・
組織的支援等

経営者からの発信
施策の満足度

健保との連携
労使小委員会等の
従業員の意見を反映
した施策

ストレスチェック集
団分析の活用
モラルサーベイの分
析

健康風土の醸成

従業員の健康課題

１. 肥満者・有所見者増加に
よる生活習慣病リスク

２.メンタルヘルス不調に
よる休職・離職リスク

３.幸福度・働きがいに
関する肯定的回答の低さ

経営方針
健康経営の
推進方針

①こころと
からだの
健康づくり

②働きやすい
職場づくり

③人と組織の
成長を支える
風土づくり

目標年 2030年

健康経営の
目標

従業員の心身
の健康を基盤
とした働きがい
の向上と、持続
的な企業の成長
の実現

KGI

プレゼンティー
イズムの改善
20％以下

ワーク・エンゲ
イジメント向上
3.0点以上

低リスク者率
44％以上

従業員幸福度
73％以上

『社員がやりがいと
達成感を感じられる
職場づくり』の推進
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